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工事情報共有システム オフラインツール 

１．システムのダウンロード及び起動方法 

 

１．１ システムのダウンロード 

kksetup.EXE

をクリックする

と、セットアッ

プ開始します。

   図－１ オフラインシステムダウンロード画面 

 

 上記画面のような工事情報共有システムオフラインツールをクリックすると、ダウンロ

ードを行います。ダウンロード終了後、kksetup.EXEファイルが作られます。EXEファイル

をクリックすると、セットアップを開始します。 

１-１ 



工事情報共有システム オフラインツール 

１．２ システムの起動方法 

システムセットアップ終了後、本システムはタスクバーの「スタートメニュー」－

「プログラム」－「工事支援総合情報システム」（以下の図参照）を選択することによ

り、システムの起動が可能です。 

 

システムセットアップ

終了後、自動的にプロ

グラムのメニューに追

加されます。 

タスクバー 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ システム起動時の画面 
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工事情報共有システム オフラインツール 

２．システムの機能構成及び利用できる機能 

システムの起動処理が終了すると、以下のメイン画面が表示されます。メイン画面は機

能の分類ごとにボタンがグループ分けされています。 

※週間・月間工程管理機能を利用するためには、マスタメンテナンス機能でユーザ登録を

行う必要があります。 

 

 
 

 図－3 工事情報共有システムｵﾌﾗｲﾝﾂｰﾙ メイン画面 

 

 ●操作方法の説明 
 

「週間工程管理」機能の操作方法 

      ３章参照 

 

「月間工程管理」機能の操作方法 

      ４章参照 

 

「マスタメンテナンス」機能の操作方法 

      ５章参照 

 

２-１ 



工事情報共有システム オフラインツール 

３ ．週間工程管理機能の操作方法 
  

 ※本機能を利用するためにはマスタメンテナンス機能でのユーザ登録が必要です。 

 

週間工程管理機能では、毎週の作業予定・実績を入力することができます。入力に関しては

作業の複写機能により効率的に入力が行える他、夜間・休日欄に入力した作業は休日・夜間作

業届に自動的に反映され作成の支援を行います。また、週間履行報告書の印刷も行えます。 

 
週間作業予定の入力  

 

 

―システムでの登録内容― 

・作業工種 

・作業内容 等 

 ・週間履行報告書 
（社内での作業管理に使用）  

 

 ・休日夜間作業届出書 

 

 

 

 図－4 週間工程管理機能イメージ 
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工事情報共有システム オフラインツール 

３．１ 週間作業予定の入力 

 
①メイン画面の 週間工程管理機能 ボタンをクリックすると、以下のログオン画面が表示され

ます。本画面は週間予定を入力するユーザ名を指定する画面です。指定したユーザ名の工事

名・工区名・期間に対する（初期表示は作業日の対象月）リストが表示されます。予定の入

力を行う場合は該当週をリストから選択し 入力 ボタンをクリックします。 

 

 

※指定した週が入力日より過去の

週の場合、入力は「実績」の入力

となります。 

 
②下記の週間予定入力画面が表示されます。本画面にて該当週の作業工種（種別）、またその

作業内容について入力を行います。 

●セルに入力する手順 

・入力するセルを選択（クリッ

ク）します。 

 

・セルの表示がピンク色に変わ

り選択状態となります。 

 

・もう一度セルをクリックしま

す。 

 

・入力セルが以下イメージのよ

うに上下に分割され入力状態と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

  上 段：通常作業を入力 

  下 段：夜間作業を入力   

 

 ２３－



工事情報共有システム オフラインツール 

 
 

工種選択     ：作業工種/種別を指定する場合に表示します。 

休日夜間作業 ：休日夜間作業届作成のための入力・印刷時に使用します。 

履行報告出力 ：週間履行報告書（履行報告（２））の印刷時に使用します。 

コピー       ：セルまたは行をコピーします。     

貼り付け     ：セルまたは行を貼り付けます。 

クリア       ：入力されているセルまたは行の内容をクリアします。 

________     ：入力・コピー・貼り付け処理等を取り消します。 

 ↑ ↓       ：選択された行の表示順を並び替えます。 

 
③作業工種/種別の入力方法について 

画面左の工種/種別欄に、作業を行う工種（または種別）を入力します。入力したい行の工

種/種別セルを選択すると 工種選択 ボタンが使用可能となります。 

 

 

 工種選択 ボタンをクリックすると、下記画面が表示されます。入力したい工種また種別を選

択し 選択 ボタンをクリックします。 

 

※入力したい工種・種別がリスト

に存在しない場合は、画面下の工

種・入力できます。 

（選択したものを手入力で変更す

ることも可能です） 

 

 ３３－



工事情報共有システム オフラインツール 

④行の表示順を並び替えたい場合 

入力した工種/種別の行を入れ替えたい場合は、工種/種別欄の左部分を選択して下さい。 

 ↑  ↓ ボタンが使用可能となります。 

 

 

 

↑：選択した行とその上の 

    行を入れ替えます。 

↓：選択した行とその下の 

    行を入れ替えます。 

 ４３－



工事情報共有システム オフラインツール 

⑤前週の入力した作業を複写する場合 

 

作業予定の入力を行う場合に、前週の作業内容をすべてコピーし修正を行う事により効率的

に入力することができます。下記画面のように複写したい週の工種/種別欄の左部分を選択

し、コピー ボタンをクリックします。コピーが完了したら 次週表示 ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

貼り付けを行う先頭行を選択後、 行貼付 ボタンをクリックします。これにより前週の作業

をすべて複写することができます。 

 

 ５３－



工事情報共有システム オフラインツール 

 ６３－

⑥作業内容を他のセルに複写する場合 

作業予定の入力を行う場合に、入力した作業内容を他のセルに複写する事により効率的に入

力することができます。下記画面のように複写したいセルを選択し、 コピー ボタンをクリ

ックします。 

 

  貼り付けたいセルを選択し、 矩形貼付 ボタンをクリックすると作業が複写されます。 

 

 

※コピーした範囲と貼り付け指定した範囲が異な

る場合、左記のメッセージ画面が表示されます。 

 

 

コピーしたいセルを選択し

コピーボタンをクリック

貼り付けたいセルを選択し

矩形貼付ボタンをクリック



工事情報共有システム オフラインツール 

３．２ 週間履行報告書（履行報告（２））の印刷方法 
 

①３．１で入力した週間作業予定について帳票に出力することが可能です。印刷したい作業予 

  定を表示し、履行報告出力 ボタンをクリックします。 

 

 

②以下の確認画面が表示されますので処理に応じてボタンを選択します。 

  

 は  い  ：下記画面のように Excel シートを作成します。 

 いいえ  ：直接プリンタに出力します。 

 ｷｬﾝｾﾙ   ：前画面に戻ります。 

 

 

 ７３－



工事情報共有システム オフラインツール 

３．３ 休日夜間作業届の入力・印刷方法 
 

①３．１で入力した週間作業予定において休日・夜間作業が含まれている場合、休日夜間作業

ボタンをクリックすることにより以下の画面が表示されます。作業理由・時間帯・備考を画

面で指定します。 

 

 
 

  届出年月日を指定し、作業届印刷ボタンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

 

 は  い  ：下記画面のように Excel シートを作成します。 

 いいえ  ：直接プリンタに出力します。 

 ｷｬﾝｾﾙ   ：前画面に戻ります。 

 

 
 

 ８３－



工事情報共有システム オフラインツール 

 １４-

４．月間工程管理機能の操作方法 
※本機能を利用するためにはマスタメンテナンス機能でのユーザ登録が必要です。 

 メイン画面の 月間工程管理機能 ボ

タンをクリックすると、右のログオン

画面が表示されます。本画面は月間予

定を入力するユーザ名を指定する画面

です。ユーザ名を指定後、月間工程管

理機能のメニュー画面が表示されます。 

  

 月間工程管理機能では、工事全体の工程計画

を、工事内容毎（細別単位）に予定・実績数量

を入力して作業の進捗を管理すると共に、バー

チャートの入力機能により工事総合工程表、工

事履行報告書、また工事総合工程表の内訳資料

として工事進捗率一覧表の３つの帳票を自動的

に作成します。 

 

 

 

 

 

 
 ①事前段階入力の実施    

―システムでの登録内容― 

・出来高予定数量の入力 

・予定バーチャートの入力等 

 ②実績工程入力の実施    

―システムでの登録内容― 

・出来高実績数量の入力 

・実績バーチャートの入力等 

 ③変更工程入力の実施    

―システムでの登録内容― 

・変更出来高予定数量の入力 

・変更予定バーチャートの入力 

・数量変更作業の追加 

・工期の延期入力  等 

 

・総合工程表 

・工事履行報告書 

・ 工事進捗率一覧表 

（管理帳票） 

図－5 月間工程管理機能イメージ 



工事情報共有システム オフラインツール 

 

４．１ 事前段階入力の実施（当初予定工程表の作成） 

 
(1)事前段階入力の開始 

 

①メイン画面の  事前段階入力  ボタンをクリックすると、以下の工事選択画面が表示されま

す。工事名をリストより選択し、 次へ ボタンをクリックして下さい。 

 

  

工程帳票の提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②積算データの読み込みが完了すると、以下の画面のように「工種」～「数量」欄までが入力

された状態となります。このデータに対し、「単価」「工区数量」を入力します。 

 

入力のヒント 

     ・金額欄は単価の入力により自動的に計算されます。 

     ・工区数量の入力時に作業工区が１工区しか存在しない場合は、数量欄をクリックする

と自動的に工区数量が入力されます。 

 

 ２４-



工事情報共有システム オフラインツール 

③一つの作業（細別）において、工区数量の合計と全数量が一致するとセルが緑色の表示にな

ります。工区数量欄がすべて緑色になった時点で準備完了となります。 

 
 

 ３４-



工事情報共有システム オフラインツール 

(3)工事内容の追加・修正・削除及び並び替えの方法について 

 
①工事内容の修正方法 

  工事積算データから読み込んだ内容を修正したい場合、自由に名称を修正することができま

す。修正したい工種内訳の行を選択した状態で行修正ボタンをクリックします。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  選択した行の内容が以下のように表示されます。画面下の入力欄を修正し、選択ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム利用のヒント 

修正したい項目以下が反転表示で選択された状態の場合は修正できません。 

例えば、上記画面で細別欄を「床堀り」→「床堀りその他」に変更したい場合は、 

・「床掘り」の選択を解除する（最上行の空白を選択する）。 

・画面下の細別欄に「床堀りその他」と記述する。 

・選択ボタンをクリックする。 

以上の手順で作業を行います。 

 ４４-



工事情報共有システム オフラインツール 

②工事内容の削除方法 

  登録した内容に不要な項目が存在する場合、自由に削除することができます。削除したい工

種内訳の行を選択した状態で行削除ボタンをクリックします。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③工種内訳データの並び替え方法 

画面にある↑↓のボタンをクリックすることにより、工種内訳の並びを入れ替えることがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・種別・細別レベルの作業を並び替えたい場合  →  種別・細別レベルの行を選択 

 ５４-



工事情報共有システム オフラインツール 

・工種に属する作業全体を並び替えたい場合    →  工種行を選択            

補足説明：工事内容の追加方法 

  登録した内容に不足事項が存在する場合や設計変更により作業を追加する場合など工事内容

を追加することができます。行追加ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  工種内訳の画面が表示されます。体系的に追加したい作業を選択し、選択ボタンをクリック

します（※工事区分の欄は必ず“ユーザ定義”を選択して下さい）。 

 

 ６４-
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(4)換算率の設定方法について 

  入力した工種内訳の合計金額（画面下の工期の下に表示）と、各工種あるいは各種別毎の合

計金額の比率により換算率を計算します。表示方法/換算率設定ボタンをクリックして下さい。 

 

システム利用のヒント 

      上記画面での各工種あるいは各種別毎の換算率が画面表示されます。初期表示は計算値  

    を小数点以下２桁目で四捨五入した値が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200 
手入力で修正した値をクリアし、計算値を設定します。 

工種単位で集計するか、種別単位で集計するかを選択

します。 

手入力で修正することができます。 

 

Case1：換算率合計が100％にならない場合        Case2：種別単位で集計する場合 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
  四捨五入による切り捨ての関係から、必ずしも換算

率合計が 100%にならない場合があります。その場合、

手入力で 100%になるよう修正する必要があります。 

「種別単位で集計する」にチェックを行うと、画面表

示が種別単位となります。 

ここで種別単位を選択すると以降行う工程表の作成

単位が種別単位となります。 

 ７４-
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(5)月別予定出来高数量の入力・予定工程表の作成について 

  換算率設定完了後、工区別予定出来高数量入力ボタンをクリックすると以下の画面が表示さ

れます。ここでは、出来高予定数量の入力・バーチャート（予定工程）の記述を行います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①出来高予定数量の入力 

    全作業数量を工期内の月毎に配分します。 

 

  ②バーチャートの記述 

  上記入力により、自動的に該当する月の

バーチャートが記述（対象月全て）されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③バーチャートの編集 

    記述されたバーチャート付近にマウスを移動すると、以下のマウス形状に変化します。 

 

              消しゴムマウス：記述されたバーチャート上にマウスを移動すると消しゴム形 

                             状に変化します。消したいバーチャート上でクリックすると 

                             バーチャートを消すことができます。 

 

              鉛筆マウス    ：記述されていないところにマウスを移動すると鉛筆形状に変 

                             化します。記述したいバーチャート上でクリックするとバー

チャートを記述ことができます。 

 ８４-
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システム利用のヒント 

     出来高予定数量の入力・バーチャートの記述における効率的な作業方法  

 

  入力画面の中央に配置される以下のバーを、マウスでドラッグした状態で上下に移動させ

ることができます。 

  

ここにマウスを移動させると、マウスがバー表示になるので、その

状態でマウスをドラッグし上下に移動 

 

 

 

 

 

  ●出来高予定数量の入力を行う場合 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●バーチャートの記述を行う場合 
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(6)工事履行報告書・工事総合工程表の作成方法について  
  出来高予定数量の入力・バーチャート（予定工程）の記述完了後、報告書作成ボタンをク

リックすると以下の画面が表示されます。開始ボタンをクリックするとMicrosoft Excelを起

動し、以下の帳票を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各帳票がシート別に作成されます。 

提出日（作成日）の指定 

※初期表示は作業日の日付を表示します。 

工事履行報告書の作成 

工事総合工程表の作成 

工事進捗率一覧表の作成 

 

これら帳票は同一の Excel ファイル

内にシート別で作成されます。 
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システム利用のヒント 
  作成されたExcelファイルはシステム実行時のフォルダ（以下の例では、C:\Program 

Files\工事情報共有システム\）の中の…\Excel\（工事名フォルダ）に自動的に保存されます。 
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４．２ 実績工程入力の実施  

 
(1)実績工程入力の開始 

 

①メイン画面の  実績工程入力  ボタンをクリックすると、以下の工事選択画面が表示されま

す。工事名をリストより選択し、また実績を入力する対象月を選択し 次へ ボタンをクリック

して下さい。 

 

 

(2)月別実績出来高数量の入力・実績工程表の作成について 

  以下の画面上部の当月実績数量欄を入力します。バーチャートの記述方法は４．１(5)「月

別予定出来高数量の入力・予定工程表の作成について」をご覧ください。 

 

 

 

 事前段階入力時に入力した予定出来高数量 

※変更実施時は、変更後の予定出来高数量  

 

 予定数量に対し、当月の実績数量を入力 
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システム利用のヒント 
     工程の後れに対する警告メッセージ 

  実績出来高数量入力により求まる全体進捗率（実績）が、全体進捗率（予定）を10%以

上下回る場合、以下の画面のように警告を表示します。 

      その場合、変更工程入力（→４．３）を実施し、後れを見直すことをお勧めします。 

 

 

(3)実績工程表の作成について 

  実績出来高数量の入力・バーチャート（実績工程）の記述完了後、報告書作成ボタンをクリ

ックすると以下の画面が表示されます。開始ボタンをクリックすると帳票を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

  （※作成帳票は、事前段階入力機能と同様） 
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４．３ 変更工程入力の実施  

 
―変更工程入力は、作業項目及び作業期間の変更を伴わない（設計変更を 

              伴わない）、工程の後れによる見直しを行う際に実施します― 
 

(1)変更工程入力の開始 

 

①メイン画面の  変更工程入力  ボタンをクリックすると、以下の工事選択画面が表示されま

す。工事名をリストより選択し、また実績を入力する対象月を選択し 次へ ボタンをクリック

して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)変更出来高予定数量の入力・変更工程表の作成について 

  上記画面で指定した変更開始月までの実績数量以外の未作業の数量を指定月以降に配分しま

す。バーチャートの記述方法は４．１(5)「月別予定出来高数量の入力・予定工程表の作成に

ついて」をご覧ください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム利用のヒント 

      変更工程入力を実施すると、予定のバーチャートは２段表示となります。 

 

 ←前回記述した予定のバーチャート 

 
←今回記述した予定のバーチャート 

 

変更開始月以降の前回の予定が上段に表示されます。中段の今回の予定バーチャー

トにおいて、変更対象月の前の進捗率欄に変更後の進捗率が表示されます。 
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(3)変更工程表の作成について 

  変更出来高予定数量の入力・バーチャート（変更工程）の記述完了後、報告書作成ボタンを

クリックすると以下の画面が表示されます。開始ボタンをクリックすると帳票を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

  （※作成帳票は、事前段階入力機能と同様） 
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４．４ 作業数量・期間変更時入力の実施  

 
―作業数量・期間変更時入力は、作業項目及び作業期間の変更を伴う 

                  （設計変更を伴う）工程の見直しを行う際に実施します― 
 

(1)作業数量・期間変更時入力の開始 

 

①メイン画面の  作業数量／期間変更時入力  ボタンをクリックすると、以下の工事選択画面

が表示されます。工事名をリストより選択し、また変更対象月を選択し 次へ ボタンをクリッ

クして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)変更作業数量・期間変更の入力 

    

 

．①変更作業の入力 

変更対象の作業が既に存在する工種内訳の場合は、対象作業の「変更数量」欄に変更後の合

計数量を入力して下さい。 

変更対象の作業が存在しない場合は、行追加ボタンをクリックし、作業内容の追加を行って下

さい（詳細は、４．１(3) 「工事内容の追加・修正・削除及び並び替えの方法について」を参

照）。 

また、同時に工期が変更になる場合は、画面の工期至の日付を変更して下さい。 

 

工期変更指定箇所
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(3)換算率の設定方法について 

変更後の工種内訳の合計金額（画面下の工期の下に表示）と、各工種あるいは各種別毎の合

計金額の比率により換算率を再計算します。表示方法/換算率設定ボタンをクリックして下さ

い。 

（詳細は、４．１(4) 「換算率の設定方法について」を参照）。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)変更出来高予定数量の入力・変更工程表の作成について 

  指定した変更開始月までの実績数量以外の未作業の数量を指定月以降に配分します。バーチ

ャートの記述方法は４．１(5)「月別予定出来高数量の入力・予定工程表の作成について」を

ご覧ください。 
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システム利用のヒント 

 

      変更工程入力を実施すると、予定のバーチャートは２段表示となります。 

 

 ←前回記述した予定のバーチャート 

 
←今回記述した予定のバーチャート 

 

 
変更開始月以降の前回の予定が上段に表示されます。中段の今回の予定バーチャー

トにおいて、変更対象月の前の進捗率欄に変更後の進捗率が表示されます。 
 

 

 

 

(5)変更工程表の作成について 

  変更出来高予定数量の入力・バーチャート（変更工程）の記述完了後、報告書作成ボタンを

クリックすると以下の画面が表示されます。開始ボタンをクリックすると帳票を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

  （※作成帳票は、事前段階入力機能と同様） 

 

 

１８４-



工事情報共有システム オフラインシステム 

５．マスタメンテナンス機能の操作方法 

工事情報・受注者情報のうち処理

したい情報を選択しクリック。 

 
 マスタメンテナンス機能では、工事情報や受注者情報を登録します（現時点では受注者の会

社名・所在地などに関する情報のみ登録可能）。マスタメンテナンス画面で各情報ボタンをク

リックすると、画面中央にデータ一覧が表示されます。 

 修正・削除の場合は、情報一覧の中から修正または削除したい情報を選択し、修正ボタンま

たは削除ボタンをクリックしてください。 

 新規に情報を登録する場合は、追加ボタンをクリックします。 

 工事情報工区の設定を行う場合は、工区の設定ボタンをクリックします。 
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５．１ 工事情報メンテナンス 

 
 工事情報について追加・修正・削除・工区の設定を行うことができます。 

 

①工事情報の追加 

追加ボタンをクリックすると以下の画面が表示され、工事情報のデータを登録することがで

きます。 

 

 
 登録完了後、以下のメッセージが表示されます。 
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②工事情報の修正 

一覧から工事情報を選択し修正ボタンをクリックすると、以下の画面が表示され、工事情報

のデータを修正することができます。 

 
③工事情報の削除 

一覧から工事情報を選択し削除ボタンをクリックすると、以下の画面が表示され、工事情報

のデータを削除することができます。 

 

④工事情報工区の設定 

 工区の設定ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。工事情報の工区の設定を

行うことができます。 
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５．２ 受注者情報メンテナンス 

 
受注者情報について追加・修正・削除を行うことができます。 

 

①受注者情報の追加 

追加ボタンをクリックすると以下の画面が表示され、受注者情報のデータを登録することが

できます。 

 

 

 登録完了後、以下のメッセージが表示されます。 
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②受注者情報の修正 

一覧から受注者情報を選択し修正ボタンをクリックすると、以下の画面が表示され、受注者

情報のデータを修正することができます。 

 
③受注者情報の削除 

一覧から受注者情報を選択し削除ボタンをクリックすると、以下の画面が表示され、受注者

情報のデータを削除することができます。 
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